
令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ５ 日 

遈路・交通計画邪交通政策課 

 

リニア中央新幹線「第一首邴圏トンネル新設（北品川工区）工事現場周辺における 

地表面隆起に関する説明会」の開催状況について 

 

１ 主旨 

中央新幹線第一首邴圏トンネル新設（北品川工区）工事について、掘逭箇所直上付近（東京邴品

川区内）で地表面の隆起が確認され、その後、事業者（東海旅客鉄遈株式会社、以下、ＪＲ東海と

する）より、現場での調査結果と有識者の意見を踏まえ、本事象は当該工事による影響だとの見解

が公表された。 

本件について、これまでの経遃と区の対応状況、先日開催された説明会の開催状況について報告

する。 

 

２ 中央新幹線第一首邴圏トンネル新設（北品川工区）工事の概要 

（１）名 称 中央新幹線品川・名古屋間建設工事 

（２）事業者 東海旅客鉄遈株式会社（ＪＲ東海） 

（３）総延長 ２８５．６ｋｍ（品川・名古屋間）（世田谷区内は約７００ｍ） 

（４）区内事業区域 東玉川一丁目、東玉川二丁目地内（下図 位置図参照） 

※区内事業区域は全て大深度地下６４ｍから地下９１ｍを掘逭 

（５）最高設計速度 ５０５ｋｍ／ｈ 

（６）位置図 
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３ これまでの経遃 

令和３年１０月１４日 リニア中央新幹線第一首邴圏トンネル（北品川工区）調査掘逭開始 

令和７年 ８月２５日 リニア中央新幹線第一首邴圏トンネル（北品川工区）本掘逭開始 

令和７年１０月２８日 東京邴品川区西品川１丁目１番付近の品川区遈（区役所通り）の交差点

上にて地表面の隆起を確認。同日、事業者より因果関係は不明であるが、

周辺邪で行われている工事がないことから、同工事が起因している可能

性があるとして、掘逭を一時停止し、引き続き調査を行うことが公表さ

れる。（添付資料①参照） 

１２月１８日 第１７回トンネル施工検討委員会シールドトンネル邪会の開催 

（事業者が組織する第三者の専門家を含む検討委員会） 

     １２月２２日 事業者より調査結果が公表され、本事象が同工事の影響によるものであ

ると考えていることと、発生メカニズム及び再発防止策に関する説明会

を開催（令和８年２月１日及び２日）する旨を公表。（添付資料②及び

③参照） 

令和８年 １月２８日 区長より事業者に対して、要請文を手交（添付資料④参照） 

      ２月１日及び２日 

            事業者による説明会（一斉説明及びオープンハウス）の開催（添付資料

⑤参照） 

 

４ ＪＲ東海が公表した発生原因と対策について 

添付資料②及び③、⑤参照 

 

５ 本件に関する区の対応について 

（１）事業者への要請 

説明会及び今後予定される掘逭再開に向けて、以下の点について、区長より事業者に対して

要請を行った。内容は遃去の要請内容や区のスタンスを踏まえたものであり、詳細は添付資料

④のとおり。要請内容については、１月３０日付で区ホームページへ掲載している。 

 

・説明会において、原因と再発防止策について、区民へ丁寧に説明すること。 

・今後予定されている区内での施工にあたっては、安全管理を徹底すること。 

・地域の安全・安心を高める取組みを確実に実施し、細心の注意を払いながら工事を逭めること。 

・施工予定箇所周辺に住む住民からの問い合わせなどについて、迅速かつ丁寧に対応し、不安の

解消に努めること。 

・工事や事業逭捗状況について、遚宜、区民等への丁寧な説明と情報発信を行い、不安や懸念の

声をいただくことのないよう努めること。 

・令和３年１０月２９日に要望した７項目については、引き続き、遚切に対応すること。 
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（２）説明会に関する周知 

事業者が開催する説明会（令和８年２月１日及び２日）について、区でもホームページ 

（令和８年１月９日より掲載）へ掲載し、区民への情報周知を図った。 

 

６ 説明会の開催結果について 

（１）開催日時 

①オープンハウス型説明会 

   令和８年（２０２６年）２月１日（日）１５：３０～２０：３０ 

   令和８年（２０２６年）２月２日（月）１５：３０～２０：３０ 

②一斉説明型説明会 

   令和８年（２０２６年）２月１日（日）１８：３０～１９：３０ 

令和８年（２０２６年）２月２日（月）１８：３０～１９：３０ 

（２）会場 

  品川区立中小企業センター（品川区西品川１－２８－３） 

（３）来場者数 

  ①オープンハウス型説明会 

   ２月１日：約７０人  ２月２日：約６０人 

  ②一斉説明型説明会 

   ２月１日：約６０人  ２月２日：約７０人 

（４）主な説明内容 

①中央新幹線計画の概要 

②第一首邴圏トンネル（北品川工区）の工事概要 

③第一首邴圏トンネル（北品川工区）における施工管理の取り組み（泥土圧の管理、泥土の性 

状の確認、取込み土量の管理） 

④地表面隆起事象の概要（地表面変位、現場等調査の概要と結果、事象発生時の施工状況） 

⑤事象の発生メカニズム（空気の地上までの到遉経路） 

⑥再発防止対策 

⑦本格的な掘逭での取組み（工事の安全を確認する取組み、生活環境の保全に関する取組み、 

工事情報を遚時お知らせする取組み） 

（５）主な質問・意見 

  ①事象及び今後の取組みに関することについて 

・今後確認する取組は今回の事故を受けて新たに始める事項か。 

→これまでチャンバー内の空気抜きを行ってきたが、十分でなかったため、今回の事象を受

けて、追加で空気抜きを行う頻度やアラート機能などのシステムを強化する。 

・今回の隆起事故は想定しなかったという説明をオープンハウスで受けた。これは公式見解

なのか伺いたい。 

→固結シルト層に亀裂があることは想定していたが、地下８０ｍから地表付近まで繋がって

空気の経路となることは稀であり、そのことについては想定外であった。 
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・外環遈の教訓を活かせていなかったのでは。 

→外環遈に関する事業者の報告を踏まえ、チャンバー圧と圧力分布の二つの観点で管理して

おり、監視していた。チャンバー圧は目標値内に収まっていたが、圧力分布をバランス良

く保てていなかった。今後は、チャンバー圧力の鉛直方向の分布を確実にバランスよく保

っていく。 

  ②家屋調査と補償について 

・家屋調査について、何か家屋に影響が出たら補償は当然だと思うがどうか。 

→大深度法（大深度地下の公共的使用に関する特別措置法）は本来地表に影響がないという

ことで逭めるものであるが、万一の場合の補償については、国のルール（公共事業に係る

工事の施工に起因する地盤変動により生じた建物等の損害等に係る事務処理要領）等に従

う。 

③事業中止の要求と認可手続きについて 

・地表面に影響がない前提の事業だが、現に影響が出ている。本事業を中止すべき。 

   →大深度法に基づき事業を逭めている。地表に影響が出ないように努める。 

・リニアは鉄遈事業法で認可を取っていない。鉄遈人として遊法な認可で事業を逭めること 

についてどう考えているか。 

→全幹法（全国新幹線鉄遈整備法）に基づき、遚切な手続きを経て逭めてきたと認識してい 

る。 

  ④その他 

   ・今回の質疑応答だけでは足りない。質問者全員が納得できるよう時間を作るべき。 

→説明会とは別に個別で質問を受け、回答するオープンハウスを行っている。 

（６）当日資料 

添付資料⑤「中央新幹線第一首邴圏トンネル新設（北品川工区）工事現場周辺における地表

面隆起に関する説明会」のとおり。 
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２ ０ ２ ５ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 

東 海 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体 

 

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事周辺における地表面隆起について 

 

本日、中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事現場の地上付近において、

地表面の隆起を確認しました。 

当社工事との因果関係は調査中ですが、周辺で行われている工事がないことから、当社起

因の可能性があると考えており、掘進を一時停止しております。 

引き続き調査を進めてまいります。 

  

１．発生日時  ２０２５年１０月２８日（火） 時刻不明 

          ※知得時間は１０月２８日（火） ８時３０分頃 

 

２．発生箇所  東京都品川区西品川１丁目１番付近の区役所通り上の交差点 

 

３．施工会社  中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体 

（構成員 株式会社熊谷組、大豊建設株式会社、徳倉建設株式会社） 

 

４．その他 

  ・品川区から連絡を受けて、現地を測量した結果、隆起を確認しました。 

・道路は一時、片側交互通行となりましたが、現在は解消されています。 

・道路管理者（品川区）による応急処置（段差の一部解消）を実施済です。 

・定期的に地上巡回を行っている範囲で、周辺への影響は確認されておりません。 

 

 

 
（参考） 

高さ：最大約１３センチ 

幅 ：約１０メートル 
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２ ０ ２ ５ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日 

東 海 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体 

 

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事周辺における地表面隆起の 

原因と対策について 

 

１０月２８日に発生した、中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事現場の

地上付近における地表面の隆起の件について、その後の調査の結果、判明した原因と対策等

を以下のとおりお知らせします。 

  

１．発生日時  ２０２５年１０月２８日（火） 時刻不明 

          ※知得時間は１０月２８日（火） ８時３０分頃 

 

２．発生箇所  東京都品川区西品川１丁目１番付近の区役所通り上の交差点 

 

３．施工会社  中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体 

（構成員 株式会社熊谷組、大豊建設株式会社、徳倉建設株式会社） 

 

４．発生メカニズム・原因・対策 

別紙参照 

 

５．その他 

２０２６年２月１・２日に住民説明会を開催して、住民の皆様に丁寧にご説明した

後に、掘進を再開する予定です。 
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概要

発生日時 2025年10月28日（火） 時刻不明（８時30分頃、品川区からの連絡により知得）

発生箇所 東京都品川区西品川１丁目１番付近の区役所通り上の交差点

発生事象 歩道と車道の間に最大13cm程度の段差(隆起)発生

※北品川工区では「泥土圧シールド」工法を採用し、削った土砂に気泡材等を加え練り混ぜてできた

泥土に圧力（泥土圧）をかけ、地山が崩れないように押さえながらトンネルの掘削作業を進めています。

＜発生時の様子＞

気泡材
（シェービングクリームのようなもの）（削った土砂を取り込む、カッターヘッドと隔壁との間に挟まれた部屋）

土砂サンプリング装置
（空気抜きとして使用）

チャンバー

シールド本体シールド本体 隔壁カッターヘッド隔壁
カッターヘッド
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発生のメカニズム（推定）

カッターヘッドと隔壁の間にあるチャンバーに、削った土砂のほか、空気が一定程度溜

まった状態で掘進していたところ、地表まで空気が到達する経路が存在する箇所に遭遇

した際、チャンバー内に溜まった空気が短時間内に多く漏出し、地表付近まで到達し、

土とともに舗装盤を押し上げたと推定しています。

名古屋方 品川方

標高（ｍ）20
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構築済の
トンネル

シールドマシン

空気経路
（推定）

主に礫層

主に砂層

主に粘土・シルト・ローム層

空気到達経路（推定）

滞留した泥

杭跡の
周囲

原地盤
（ローム）

空隙

埋め戻し土
（ローム）

歩道

路盤（砂利）

舗装盤

地表部拡大

空気経路
（推定）
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原因と対策
［チャンバー内に空気が一定程度溜まった原因］

国交省策定の「シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関するガイドライン」などを踏ま
え施工管理を行っており、監視していたチャンバー圧力は、管理目標値内に収まっていまし
たが、鉛直方向の分布がバランス良く保たれていませんでした。この原因は、チャンバー内
に空気が一定程度溜まっていたためと考えられます。

チャンバー内の空気は、土砂サンプリング装置を用いて抜きながら掘進することとしていまし
たが、空気を抜く頻度や量が十分でなかったため、空気が一定程度溜まったと考えています。

［再発防止の対策］

掘進する際の空気を抜く頻度や量を決めて施工管理を行い、チャンバーに空気を溜め過ぎ
ないよう管理します。
適時に空気抜きを実施するため、チャンバー圧力の分布がバランス良く保たれていない傾向
を検知した際、アラートを通知する新たな機能を掘進管理システムに搭載します。

・

・

・

・

事象発生時のチャンバー圧力状況適切なチャンバー圧力状況

9



２０２５年１２月２２日

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）
工事現場周辺における地表面隆起について

日頃より、中央新幹線の建設工事にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
10月28日、中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事現場の地上付近において地表面の

隆起を確認しました。
事象確認後、掘削作業を中断し、隆起が発生した箇所周辺における調査を行い、有識者の意見を踏ま

えながら工事との因果関係を分析した結果、本事象は当社の工事による影響と考えております。この度
は、ご心配・ご不安をおかけして申し訳ございませんでした。事象発生のメカニズムと原因、再発防止
に向けた対策等につきましては以下の通りです。

気泡材
（シェービングクリームのようなもの）

１．事象の概要
・発生日時 2025年10月28日（火） 時刻不明（8時30分頃、品川区からの連絡により知得）
・発生箇所 東京都品川区西品川１丁目１番付近の区役所通り上の交差点
・発生事象 歩道と車道の間に最大13cm程度の段差発生

２．北品川工区の工法と発生のメカニズム
・北品川工区では「泥土圧シールド」工法を採用し、削った土砂に気泡材等を加え練り混ぜてできた泥土
に圧力（泥土圧）をかけ、地山が崩れないように押さえながらトンネルの掘削作業を進めています。

・カッターヘッドと隔壁の間にあるチャ
ンバーに、削った土砂のほか、空気が
一定程度溜まった状態で掘進していた
ところ、地表まで空気が到達する経路
が存在する箇所に遭遇した際、チャン
バー内に溜まった空気が短時間内に多
く漏出し、地表付近まで到達し、土と
ともに舗装盤を押し上げたと推定して
います。

標高（ｍ）
20
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杭跡

中央新幹線のルート

構築済の
トンネル

シールドマシン

空気経路
（推定）

名古屋方 品川方

主に礫層 主に砂層

主に粘土・シルト・ローム層

滞留した泥

杭跡の
周囲

原地盤
（ローム）

空隙
埋め戻し土
（ローム）

歩道 舗装盤

空気経路
（推定）

路盤（砂利）

地表部拡大

段差発生位置
|

（削った土砂を取り込む、カッターヘッドと隔壁との間に挟まれた部屋）

土砂サンプリング装置
（空気抜きとして使用）

チャンバー

シールド本体シールド本体 隔壁隔壁カッターヘッド カッターヘッド
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〈事業者〉東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線東京工事事務所、環境保全事務所（東京）
住所：東京都港区高輪3-24-16品川偕成ビル3階
電話：03-6847-3701（東京工事事務所）

03-5462-2781（環境保全事務所（東京））
（受付日時：GW・お盆期間・年末年始（12/27～1/4）を除く平日 9時～17時）

〈施工者〉中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体
構成員：（株）熊谷組、大豊建設（株）、徳倉建設（株）

住所：品川区大崎1-15-9光村ビル8階
電話：03-5435-8160

（受付日時：GW・お盆期間・年末年始（12/27～1/5）を除く平日 9時～17時）
【24時間工事情報受付ダイヤル（コールセンター）】
電話：03-5305-3760

＜お問い合わせ先＞

３．チャンバー内に空気が一定程度溜まった原因
・国交省策定の「シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関するガイドライン」などを踏まえ施工管
理を行っており、監視していたチャンバー圧力は、管理目標値内に収まっていましたが、鉛直方向の分
布がバランス良く保たれていませんでした。この原因は、チャンバー内に空気が一定程度溜まっていた
ためと考えられます。

・チャンバー内の空気は、土砂サンプリング装置を用いて抜きながら掘進することとしていましたが、空
気を抜く頻度や量が十分でなかったため、空気が一定程度溜まったと考えています。

４．再発防止の対策
・掘進する際の空気を抜く頻度や量を決めて施工管理を行い、チャンバーに空気を溜め過ぎないよう管理
します。

・適時に空気抜きを実施するため、チャンバー圧力の分布がバランス良く保たれていない傾向を検知した
際、アラートを通知する新たな機能を掘進管理システムに搭載します。

５．説明会開催のお知らせ
上述の発生メカニズムや原因、再発防止に向けた対策につきまして、計画路線周辺にお住まいの皆様を

対象に、ご説明の場を設けさせていただきます。

・日時 ２０２６年２月１日（日）オープンハウス型 １５：３０～２０：３０
一斉説明型 １８：３０～１９：３０（受付は１８：１５～）

２月２日（月）オープンハウス型 １５：３０～２０：３０
一斉説明型 １８：３０～１９：３０（受付は１８：１５～）

・会場 品川区立中小企業センター（品川区西品川1-28-3） ※東急大井町線「下神明駅」徒歩２分
・備考－オープンハウス型説明会は、開催時間内にいつでも

入退場いただけます。
－ご来場に際し、事前のご予約は不要です。
－会場の駐車場(有料)は台数に限りがございますので、
なるべく公共交通機関をご利用ください。

－悪天候等により説明会を中止する場合は、当社ＨＰ
「工事に関するお知らせ」にてお知らせいたします

－マスコミの方の取材・撮影・入場はお断りします。

事象発生時のチャンバー圧力状況適切なチャンバー圧力状況

チャンバー

泥
土

地山から
受ける圧力

チャンバー圧力
（泥土圧）

マシン前方

鉛直方向に
勾配がある

バランス良く
保たれている

※イメージ

チャンバー圧力
（泥土圧）

泥
土

空
気

バランス良く
保たれていない

マシン前方

地山から
受ける圧力

一部、
鉛直方向に
勾配がない

※イメージ

チャンバー
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７世交政第２１５号 

令和８年１月２８日 

東海旅客鉄道株式会社 

 代表取締役社長 丹羽 俊介 様 

                              世田谷区長 保坂 展人               

  

品川区内における地表面の隆起事象を踏まえた 

リニア中央新幹線第一首都圏トンネル（北品川工区）工事に対する要請について 

 

平素より、世田谷区政にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、令和７年１０月２８日に中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）掘進箇所

（東京都品川区内）の直上付近において、地表面の隆起が確認されたと公表がありました。そ

の後、令和７年１２月２２日に貴社より、現場での調査結果と有識者の意見を踏まえ、本事象

は当該工事による影響だとの見解が公表されました。 

今後、予定されている説明会において、原因と再発防止策について、区民への丁寧な説明を

求めます。また、リニア中央新幹線第一首都圏トンネル（北品川工区）は、令和９年度を目途

に世田谷区へ到達することが見込まれており、区内での施工に際し、本事象を踏まえて新たに

策定される再発防止策を着実に履行し、区民や来街者の安全が確実に確保されるよう細心の注

意を払うとともに、安全管理を徹底していただくべく、下記の項目について要請いたします。 

                    

                   記 

 

１ 今後予定されている区内での施工にあたっては、安全管理を徹底し、地域の安全・安心

を高める取組みを確実に実施し、細心の注意を払いながら工事を進めること。  

２ 施工方法や施工体制、工事の進捗状況など、今後、施工予定箇所周辺に住む住民からの

問い合わせなどについて、迅速かつ丁寧に対応し、不安の解消に努めること。 

３ 工事や事業進捗状況について、適宜、区民等への丁寧な説明と情報発信を行い、不安や

懸念の声をいただくことのないよう努めること。 

４ 令和３年１０月２９日に要望した７項目については、引き続き、適切に対応すること。 

（別紙参照） 

 

添付資料④ 
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令和 3年 10月 29日７項目の要望事項 

別紙 

要 望 事 項 

 

大深度地下の公共的使用に関する特別措置法に基づくリニア中央新幹線の整備に際して、以

下の点について要望する。 

 

１ 掘進区間の地質の状況や施工管理の手法、先行的に実施する貴社所有地内での「調査掘進」

により確認された事項等については、本格的な掘削を開始する前に周辺住民に丁寧に説明し

たうえで、万全の安全対策を講じ、施工すること。 

 

２ 住宅・集合住宅などの地下に築造されるトンネルが地盤、地表に与える影響、また地震や

地下トンネル内での事故などの非常事態における予測される影響について今後とも最新の知

見も踏まえ周辺住民への情報提供を求めたい。 

 

３ 掘進工事に伴う振動、騒音等については「調査掘進」の結果も踏まえ、十分な対策を講じ

る等、区民への十分な配慮と対応を行うこと。 

 

４ 環境保全に関する取り組みや事業スケジュール等については、地元住民へ具体的な情報を

わかりやすく、できる限り速やかに周知するなど、十分な情報提供を図られたい。 

 

５ 事前の家屋調査については、調査対象者にその必要性を丁寧に説明し、ご理解とご協力を

得ながら、調査を行うこと。 

 また、工事が原因で家屋や工作物などに影響が生じた場合は、補償について誠意をもって

速やかに対応すると同時に世田谷区へも報告すること。 

 

６ 事業及び工事に関する情報提供については、オープンハウスを開設する等により情報交換

の場を設定するとともに、地元要望への回答や意見の反映については、積極的かつ誠実な対

応に努めること。 

 

７ 走行時の磁界による周辺住民や利用者の健康に対する影響について、最新の知見も踏まえ、

丁寧に説明すること。 
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２０２６年２月１日(日) １５：３０～２０：３０
２０２６年２月２日(月) １５：３０～２０：３０

東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）工事共同企業体

於：品川区立中小企業センター

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（北品川工区）

工事現場周辺における地表面隆起に関する説明会

添付資料⑤
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中央新戒拓刧劐の目的と打創
勶努、勫大则市倽を刻ぶ大動旜戥拡を叕う東刈
删新戒拓は、開業から60年分上が経劢し、全拓に
わたって耐傹拙勮などを勺めてきていますが、さらにリ
ニア中央新戒拓の劼勳により大動旜を剎判拀化す
ることで、将勵の経年劣化や劋刈トラフ巨大地傹な
どの大劶抌災势に抽本的に劵えます。

2

2024.6

⇒

※出典：国制連合データベース、内閣刕「勿民経刡刧劊」
※勫大则市倽は、分下の则刕勿を対拺として刧劊 東勤则・剡奈勜偲・

勎戺勿・僋抩勿・愛削勿・岐阜勿・勫判勿・大拠刕・勤则刕・奈拖勿・抝庫勿
※1ドル＝109.80円として劊出

※1 リニア中央新戒拓の中間偲刷は倵称です。
※2 剫民刼本剤帳に刼づく人剶、人剶動拟及び划帯刅

（傂刄6年1月1日時勷）
※刷戃务－大拠間のルート・偲刱劒は未定

2024.6

⇒

※出典：中央拌災会議 拌災対列実行会議「劋刈トラフ巨大地傹対列刴戎ワーキンググループ刔剪剱 拿明資劄」（傂刄7年3月31日勗勖）を剀に剕勱
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划刖勞速のスピードで、沿線劰地がより身剐に

リニア中央新戒拓の開業によって、勶行の東刈删新戒拓の「のぞみ」のご刏用の一部がリニア中央新戒拓に
シフトすることで、東刈删新戒拓のダイヤに余倂ができた場合に、勶努の「ひかり」「こだま」の停刺偲の刏便勯
切上につながるよう刴戎していきます。

リニア中央新戒拓は、東刈删新戒拓の約２倍の扠度である時扠500kmで東勤・刷戃务・大拠を刻びます。
これにより､東勤･刷戃务･大拠から中間偲への戔動も大抓に短縮し､沿拓劰地がより拴剐になります。

東刈删新幹線の刏用も、さらに便刏に

リニア中央新戒拓開業後の日本
2025.12

（

3

2025.12

（
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シールドトンネル
と非拤剶（立坑）

シールドトンネルの
標劜的な勋剥抛

約 5 km

非
常
口
（
立
坑
）

非
常
口
（
立
坑
）シールドトンネル

剔業開剿後の非拤剶

靆樼：約 14 m

靂
段

消
音
設
備

エ
レ
ベ
ー
タ

靁
閉
設
備

微
橢
圧
波
対
応
設
備

（
多
孔
板
）

鞭
橢
設
備

（
フ
ァ
ン
）

・ シールドトンネルは、勭剷の剟径が約１４mの円筒の扊をしたトンネル
・ 立坑を約５kmの間隔で勳劒（立坑も円筒の扊）

立坑内でシールドマシンを刢み立てて、隣ないしはその剙の立坑まで掘勺
・ 立坑は、剔業開剿後には、非拤剶として

異拤時のお抨扞避戚やトンネル内の換勴、保承剕業などに剴用

则市部トンネルの概勥

4
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大扫度地下ってなに？

① 地下抂の劼勳のための
刏用が通拤行われない扫さ

（地勖剥から40m分扫）

支持地盤面
支持地盤上面

いずれか深い方
の空間が大深度地下

となります

超高層ビルの
基礎杭の設置
もできます

深い地下室も
建設できます

支持地盤上面

② 劼傀刵の刼礎の勳劒のための
刏用が通拤行われない扫さ
(刣创地盤上剥から10m分扫)

大扫度法※では、①又は②のいずれか扫い方の勂間を大扫度地下と定拣されています。
東勤则劅部では、大扫度地下にトンネルを拧傀します。

勢な高層ビルの刼礎扫さ
劼刵高さ 刼礎深さ

東勤则劘 243.4m 20m

六本刓ヒルズ 238m 30m

虎ノ門ヒルズ 255.5m 34m

※大扫度地下の勗劗的剴用に関する劣劌措劒法（刊勱13年4月1日劇行） 5
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・ 勾劍勜非拤剶から、まずは等々力非拤剶までを、そのあとで劍勜偲までを掘勺

刌一刹则倽トンネル（勾劍勜剋劅） 刱劒抛

Leaflet | 地理院ソアラ

1km

川崎市中原区

港区

品川区

大田区

世田谷区

北
品
川
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
発
進
地
点
）東

雪
谷
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
通
霙
地
点
）

等
々
力
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
到
達
地
点
）

刭摩勜

劍勜偲

洗
拒
池

（シールド
到戾地勷）

約9.2km

約8.2km

6
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・ 勾劍勜非拤剶から等々力非拤剶まで、シールドマシンで上别層倈勾刭摩層の
固く偞まった地盤（勢に固刻シルト 、勰々で倸 が扈努）の中を掘勺

刌一刹则倽トンネル（勾劍勜剋劅） 縦勋剥抛
勽 東

20

0

40

-20

-40

-60

-80

-100

東勤湾の
刊均刈剥を
刼劜とした
標高 (m)

約1km

東
僴
剼
非
拤
剶

等
々
力
非
拤
剶

約4.7km約3.5km

約8.2km

劍
勜
偲

勾
劍
勜
非
拤
剶

拋戀り
約90m

中
央
戳
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▼
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川
▼

東
霺
道
新
鞨
線
▼

中央新戒拓のトンネルを掘る場勰

7
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削った拋倸の旡の隙間を添刎材（勴旛）で
僤め、ほど拖い固さと刍を倧さない勯勔を
劵えた旉拋を練りあげてつくることが判勥

スギミヱテ

ォチソヺブチデ 裏込めサヺラデ本体ォチソヺブチデサヺラデ
本体

ⅰ) カッターヘッドを回劷させて削り勚った拋倸を
チャンバー内に勚り券む。

ⅱ) 勚り券んだ拋倸に添刎材を刎えてかき混ぜ、
塑勯勊動勯と勘倧刍勯を创つ旉拋にする。

ⅲ) 掘削剥が偼れないよう、旉拋に､地山からの
圧力に拮抗した圧力（旉拋圧）をかける。

ⅳ) 掘り勺んだ分に劸じた適截の拋倸をスクリュー
コンベアで後方に抽き勚る。

サヺラデザメチカ

（削った土砂を取り込む、ォチソヺブチデと隔壁との間に挟まれた部屋）

隔壁隔壁

細かい旡
（粘勯拋など）

中扟度の旡
（倸など）

攴い旡
（礫など）

添刎材
（勴旛）

旉拋の内部を
拡大したイメージ

勾劍勜剋劅で用いる旉拋圧シールドによる掘り方

8

タメヱノヺ

地山からの
圧力

タメヱノヺ圧力
（泥土圧）
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9

中央新戒拓における劇剋拻理の勚刢み

「課題があった」とされる施工「特殊な地盤」

テヱニラ上部
単一の流動化しやすい
砂層が地表付近まで続く

掘削断面
粘性土が極めて少ない
砂層で、礫も介在

地表 陥没 （真下を通過後１ヴ月以上経ってから）

地盤の
ゆるみタメヱノヺ ヹ土砂と添加材が分離し、

土砂が下方に落ちて固まった。

ヹ土砂の取込み過ぎが続くまま
掘り進んだ。

土砂と添加材が分離し、
土砂が下方に落ちて固まった。

① 泥土圧の管理
② 泥土の性状の確認

中央新幹線における施工管理の取組み東京外環における「課題があった」とされる施工

土砂の取込み過ぎが続くまま
掘り進んだ。

③ 取込み土量の管理

東勤勭かく戳勔删戢（分下、「東勤勭戳」という）の地勖剥の陥没事抡について
・傂刄2年10月に東勤勭戳のシールドトンネル剋事で招きた地勖剥の陥没事抡の募因として、
東勤勭戳全拓の中でも「劣殊な地盤」での「劇剋に戜刑があった」ことが刔剪されています。

〇中央新戒拓の剋事における対劸

※中央新幹線のラヺテ上には、「特殊な地盤」に当てはまる場所はないと考えています

※東勤勭戳トンネル劇剋等刴戎剑員会 剻抟者剑員会 刔剪剱（傂刄３年３月）を刼に、JR東刈が剕勱
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① 旉拋圧の拻理

10拻理モニターの勖剘勔扵（掘勺偎护約170m劏剐） 旉拋圧の剾剉勔扵

〇本剺的な掘勺での対劸勔扵
・旉拋圧を適割に保创するため、拻理モニターを通じてリアルタイムで勆拹を行い、
拻理目標扛内に劓まるよう調拪しながら掘勺してまいりました。

・旉拋圧が掘削勋剥内でバランスよく保たれた勔拟であるよう、添刎材の刐入截などを
調拪しながら掘勺してまいりました。

今後の掘進においても引き続き、地質状況に合わせ、適切な泥土圧の設定を行い、
「泥土圧が管理目標値に収まること」や「泥土圧が掘削断面内でノョヱシ良く保たれた
状態にあること」を確認してまいります。
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② 旉拋の勯勔の剾剉

11

〇本剺的な掘勺での対劸勔扵
・掘削勋剥内の上下の圧力勔拟を勆拹しながら、チャンバー内の旉拋を拋倸サンプリング装劒で
採勚し、塑勯勊動勯が保たれている勔拟にあることを剟扴剾剉してまいりました。

チャンバー内の旉拋の圧力勾括 僛出された拋倸 勭抺・僾手

今後の掘進においても引き続き、地質に合わせて適切な添加材を混合攪拌し、
タメヱノヺ内の泥土を良好な状態に保ってまいります。

拋倸サンプリング装劒拋倸サンプリング装劒の勳劒刱劒

剷剥抛勋剥抛
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③ 勚券み拋截の拻理

12

シールド掘勺では、掘り勺んだ分に見合った適割な截の
拋倸を僛出できるよう、勚券み拋截を適割に拻理する
劧勥があり、分下を剾剉することが判勥となります。

※1 リング：セグメントを円扊に刢立てたシールドトンネルの一単刱のこと。 ※2 理励拋截：掘り勺んだ分に見合う拋截の刧劊扛

「剟剐20リング※1の勚券み拋截の刊均に対する
勚券み劾（対トレンド勚券み劾）」

「1リングあたりの理励拋截※2に対する勚券み劾
（対理励拋截勚券み劾）」

〇本剺的な掘勺での対劸勔扵
・「対トレンド勚券み劾」と「対理励拋截勚券み劾」

いずれも概ね一剙拻理扛内に劓まり、継勸して
扪劢することはありませんでした。

一剙拻理扛：100±7.5%

剎剙拻理扛：100±15%

⇒今後の掘勺においても刂き勸き、勚券み拋截を適割に拻理してまいります。
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剋事勶場劏剐における地勖剥倁招事拺の概勥

13

発生日時 2025年10月28日（火）時傋勘明
（８時30分攠、劍勜劅からの連僇により削剃）

発生箇勰 東勤则劍勜劅勽劍勜１偸目１戤劏剐の劅勓勰通り上の剦戽勷
発生事拺 歩删と刺删の間に勞大13cm扟度の技戽(倁招)発生

北品川非常口

名古屋方

品川方

シールド飳の位置
（品川樄西品川1丁目付櫽）

約500m

段差発生位置
地理剏タイルLeaflet

|

＜発生時の様子＞
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通
り

至 品川区役所

至 大崎駅

区
役
所
通
り

至 品川区役所

至 大崎駅

区
役
所
通
り

至 品川区役所

至 大崎駅

事拺発生箇勰周辺の地勖剥劭刱

14

倁招発生前、および発生後の地勖剥測截の刧測において、倁招発生箇勰劏剐を拄いた測截
勷においては、劭刱は±２mm（0.2cm）扟度であり、沈下や倁招が勸く傧切は見られませ
んでした。

2025/10/28（当日） 2025/12/5（道路調査後）
※路面が上がった範囲は、道路
調査後、元の高さに仮復旧済：測点

2025/10/27（前日）

路面が
上がった範囲
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勶地等調刀の概勥
技戽が発生した10月28日夜、戢剥が上がった値囲劏剐を中則にレーダ僙刀による勂洞調刀

を実劇しましたが、删戢剴用において勣全上勬刑のある勂洞は剾剉されませんでした。
また、剋事との因創関劂を調刀するため、上剌に刎え、11月20日～12月5日にかけ、技戽が

発生した箇勰周辺の舗装盤を僬抇し、戢剥下の勔扵を調刀しました。

15

空洞調査
（リヺゾ探査）

至 大崎駅

至 品川区役所

調査範囲

サヺラデボサヱ（一部）
深さ約80mに停止中

段差 路面が
上がった範囲

至 大崎駅

至 品川区役所

サヺラデボサヱ（一部）
深さ約80mに停止中

路面が
上がった範囲

路面下の状況調査

【①の範囲】
舗装盤を撤去し、舗装盤下の
状況を調査

【②の範囲】
①の調査に加え、
舗装盤下の路盤などを掘削し、
埋設物近傍の状況を調査
（最大３ｍ程度の深さ）

調査範囲段差 ①

②
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勶地等調刀の刻創
戢剥下の調刀を実劇したところ、地下に小劶抌な勂隙、舗装盤と戢盤の間に旉の滞留を剾

剉しました。また、周辺の僤勳拻や劼刵杭僬抇僡の刱劒関劂を勶地や資劄にて剾剉しました。
小劶抌な勂隙、旉の滞留分勭の地盤の乱れは剾剉されませんでした。

平面図

杭撤去跡

路面が
上がった範囲

小規模な空隙

泥の滞留

（舗装盤と路盤の間）

段差

オシ管

サヺラデボサヱ（一部）
深さ約80mに停止中

A

A’

断面図

A A’
舗装盤

滞留した泥

路盤（砂利） 小規模な空隙

下
水
道

杭撤去跡

電気共同溝

歩道

原地盤
（ルヺマ）

埋め戻し土
（ルヺマ）

オシ管
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事拺発生時の劇剋勔扵
国剦刚列定の「シールドトンネル剋事の勣全・勣則な劇剋に関するガイドライン」などを踏まえ劇

剋拻理を行っており、勆拹していたチャンバー圧力は、拻理目標扛内に劓まっていましたが、鉛剟
方切の分偵がバランス拖く保たれていませんでした。この募因は、チャンバー内に勂勴が一定扟度
溜まっていたためと剛えられます。
刎えて、事拺発生勠日は短時間でチャンバー内の圧力が拯下しており、これはチャンバー内の勂
勴が地山に漏出したためと剛えています。

事象発生当日のタメヱノヺ圧力状況適切なタメヱノヺ圧力状況

タメヱノヺ

泥
土

タメヱノヺ圧力
（泥土圧）

ボサヱ前方

鉛直方向に
勾配がある

ノョヱシ良く
保たれている

※アミヺザ

地山から
受ける圧力

タメヱノヺ圧力
（泥土圧）

泥
土

空
気

ノョヱシ良く
保たれていないタメヱノヺ

ボサヱ前方

一部、鉛直
方向に勾配が
ない

※アミヺザ

地山から
受ける圧力
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事拺の発生メカニズム

18

【事拺の発生メカニズム】
カッターヘッドと隔倿の間にあるチャンバーに、削った拋倸のほか、勂勴が一定扟度溜まった勔拟

で掘勺していたところ、地勖まで勂勴が到戾する経戢が抑努する箇勰に斸遇した制、チャンバー
内に溜まった勂勴が短時間内に刭く漏出し、地勖劏剐まで到戾し、拋とともに舗装盤を押し上げ
たと抙定しています。

【チャンバー内に圧縮勂勴が一定扟度溜まった募因】
掘削は、勴旛材を用いた旉拋圧シールド剋法により

劇剋しております。

チャンバー内の勂勴は、拋倸サンプリング装劒を用いて
抽きながら掘勺することとしていましたが、勂勴を抽く頻度や
截が劝分でなかったため、勂勴が一定扟度溜まったと
剛えています。

タメヱノヺ

隔
壁

泥
土

土砂コヱフヨヱギ装置
（空気抜きとして使用）

空
気

チャンバー内に勂勴が一定扟度溜まった募因

空気を十分に抜いていない
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勂勴の地上までの到戾経戢（抙定）
シールドマシンから漏出した勂勴は、地中の拧戝刵、僤勳刵の剐傍の勂勴の通り删を経助し、

舗装盤下に到戾し、拋とともに舗装盤を押し上げたと剛えています。

19

名古屋方 品川方

東京湾の
平均海面を
基準とした
標高（ｍ）

20

0

-20

-40

-60

-80

-100

杭跡

中央新幹線のラヺテ

サヺラデボサヱ

構築済の
テヱニラ

東京層群
東京層 粘性土 砂質土

東京礫層

上総層群 北多摩層 固結サラテ 砂

新期段丘堆積層 武蔵野ルヺマ層 武蔵野礫層

地表部拡大

滞留した泥

杭跡の
周囲

原地盤
（ルヺマ）

空隙
埋め戻し土
（ルヺマ）

歩道

路盤（砂利）

舗装盤
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剭発拌劙対列

20

チャンバー内に一定扟度の勂勴を溜めない対列として、掘勺する制の勂勴を抽く頻度や截を
決めて劇剋拻理を行い、チャンバーに勂勴を溜め劢ぎないよう拻理します。

タメヱノヺ

隔
壁

泥
土

土砂コヱフヨヱギ装置
（空気抜きとして使用）

対列（劝分な勂勴抽きの実劇）

対策前

空
気

空気抜きが十分にできておらず、
タメヱノヺ内に空気が溜まっている

タメヱノヺ

隔
壁

泥
土

土砂コヱフヨヱギ装置
（空気抜きとして使用）

対策後

タメヱノヺ内に空気を溜めないよう、頻度や
量を事前に決めた上で十分に空気抜きを行う

空
気
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剭発拌劙対列（勂勴抽きを行う頻度・システム勮化）

21

事前に決めた掘勺偎护ごとにチャンバー内の勂勴抽きを行い、チャンバー圧力の鉛剟方切の分偵
がバランスよい勔拟を剾剉することで、勂勴抽きができていることを剾剉します。
刎えて、掘勺途中にチャンバー圧力の鉛剟方切の分偵がバランスよく保たれない傧切を事前に刴
削し、その旨を通削できる新たな務剰を掘勺拻理システムに搭傴することで、勂勴抽き剕業を剾
実に実劇できる戳戌を拪えます。事前の刴削・通削があった場合には、戵刎の勂勴抽きを実劇し、
チャンバー圧力の鉛剟方切の分偵を剾実にバランスよく保ちます。

対列（勂勴抽きを行う頻度・システム勮化）

タメヱノヺ

隔
壁

泥
土

土砂コヱフヨヱギ装置
（空気抜きとして使用）

空
気

事前に決めた掘進距離ごとに空気抜きを実施

追加の空気抜き（サシツマによる通知あり）
空気抜き

空気抜きが必要な状態空気抜きができている状態

タメヱノヺ

泥
土

タメヱノヺ圧力
（泥土圧）

ボサヱ前方

鉛直方向に
勾配がある

ノョヱシ良く
保たれている

※アミヺザ

地山から
受ける圧力

タメヱノヺ圧力
（泥土圧）

泥
土

空
気

ノョヱシ良く
保たれていないタメヱノヺ

ボサヱ前方

一部、鉛直
方向に勾配が
ない

※アミヺザ

地山から
受ける圧力
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本剺的な掘勺での勚刢み

22

①剋事の勣全を剾剉する勚刢み
・地勖剥の高さの劭化を刧測
・周辺を倏回して勆拹

②生剹環境の保全に関する勚刢み
・扽動・騒音への対列の実劇
・事前の初务調刀の実劇
・地下刍刱刧測の実劇

③剋事剈刔を適時お削らせする勚刢み
・東勤剋事事勲勰でのご拿明に刎え、地剀でご拿明する場を勳定
・剱剥による剋事のお削らせの括偵
・剋事の勺捗勔扵をHPに傲傴

本剺的な掘勺にあたりましては、今回お剘しした対列を剾実に実劇し、より倃判に剋事を勺め
てまいります。あわせて、刂き勸き分下の勚刢みを行います。
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① 剋事の勣全を剾剉する勚刢み
＜刍劜測量＞

・掘勺前後の勡間に、トンネルと剦戽する勗删上で、トン
ネル健部から40mの値囲まで、10m傭に測勷を劒き、
地勖剥の高さや傧斜偰の劭化を刧測します。

・シールド務の前後の値囲（約100m）を1回/日の
頻度で刧測し、通劢後の一定勡間を経たのちに1回
事後刧測します。

＜巡回勆視＞
・掘勺前後の勡間に、トンネルと剦戽する勗删に
おいて、傣歩による倏回勆拹を行います。

・シールド務の前後の値囲（約1㎞）を2回/日
の頻度で倏回勆拹します。

＜人剋衛星による地勖剥劭刱の把握＞
・人剋我星を剹用し、中央新戒拓の刧劐戢拓
周辺の地勖剥の高さの劭化を剥的かつ時拀偱
的に剾剉します。

【縦勋抛】

人剋我星による地勖剥劭刱刧測
○労剛劐僕：「国拋剦通刚 国拋地理剏ＨＰ干抷SARの募理より」に一部刎僜

倏回勆拹

【勅勋抛】

23
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② 生剹戳戌の保全に関する勚刢み

24

＜振動等の対列＞
・トンネル剟上の勗删上で約500mおきに刧測します。
・刧測刻創を踏まえ、劧勥に劸じて対列を行っていきます。

＜事前の初务調刀の実劇＞
・シールドトンネル健部から約40mの値囲内にある劼刵等を対拺に
初务調刀を実劇します。

・勾劍勜非拤剶の勽剷から順剙、調刀刞力傟頼の剱剥をご刽内し
ています。

・調刀に僀う拋地・初务への立入りにご刞力をお傿いいたします。
※勶努、勾劍勜非拤剶～東僴剼非拤剶間までのご刽内・調刀をしています。

扽動測定（イメージ） 扽動刧の拡大抛

＜地下刍刱刧測＞
・刧劐戢拓周辺の刿勐等で、シールド務の
通劢1年前～通劢1年後まで地下刍刱を
刧測します。

※刧測箇勰は勶努の刧劐です。勶地勔扵により
刧測刱劒が劭更となることがあります。

勭倿・刼礎調刀

Leaflet 地理剏タイル
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③ 剋事剈刔を適時お削らせする勚刢み

25

＜地剀へのご説明の場の拡充（オープンハウスの実劇）＞

＜刧劐路線周辺にお剫まいの皆様へのお削らせの配布＞

＜シールド務刱劒や剋事勺捗勔況等の勗勖＞

・シールド務が通劢する概ね1ヶ月前に、刧劐戢拓周辺にお剫まいの皆扞に、剋事の勺捗勔扵、
劇剋刡み劅間における刧測刻創等を剌した剱剥によるお削らせを括偵します。

・シールド務が通劢した後の刧測刻創についても、刧劐戢拓周辺にお剫まいの皆扞が
ご剾剉頂けるよう剱剥によるお削らせを括偵します。

・剋事勺捗勔扵や刧測刻創等をJR東刈のHPに傲傴します。

・トンネル掘勺時勡に合わせて順剙、オープンハウスを開催し、剋事の勺捗勔扵や劇剋刡み
劅間の刧測刻創等をご拿明します。

・今後の開催場勰、開催時勡は、刧劐戢拓周辺にお剫いの皆扞に、随時お削らせします。

＜24時間剋事剈刔刃劏ダイヤル（コールセンター）の開勳＞
・剋事に関してお勴づきのことがありましたら、ご連僇ください。
到刋戤号：03-5305-3760

※オペレーターが到刋をお勚剙ぎします。傝り拮し、剋事叕勠者よりご連僇戽し上げます。
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勠社HPのご刽内

26

〈中央新幹線刧劐に関する勗勖資劄等〉
https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/

〈则市部シールドトンネル剋事 説明会資劄〉

〈则市部シールドトンネル剋事 剋事に関するお削らせ（勺捗勔況等）〉

https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/urban_shield-tunnel/description/

https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/urban_shield-tunnel/progress/

〈超到導リニア体験乗刺HP〉
https://linear.jr-central.co.jp/
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連僇刪

施 工 者

東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線東京工事事務所、環境保全事務所（東京）

住所 品川区大崎３－６－４ テカロパラ４階
電話 ０３－６８４７－３７０１（東京工事事務所）

０３－５４６２－２７８１（環境保全事務所（東京））

（受付日時/GWヹお盆期間ヹ年末年始を除く平日 9時～17時）

事 業 者

27

中央新幹線第一首都圏テヱニラ新設（北品川工区）工事共同企業体
構成員： 『熊谷組、大豊建設『、徳倉建設『

住所 品川区大崎１－１５－９ 光村パラ８階
電話 ０３－５４３５－８１６０
（受付日時/GWヹお盆期間ヹ年末年始を除く平日 9時～17時）

〈井戸や地下室をお持ちの方へ〉
サヺラデ掘進時の参考とさせていただきたいため、当工区の計画路線周辺（テヱニラ端部から
約40m範囲）にお住まいの方で、井戸（埋め戻した井戸も含む）や地下室をお持ちの方は、上記
事業者の連絡先までお知らせください

【24時間工事情報受付ゾアモラ（ケヺラスヱソヺ） 】

電話 ０３－５３０５－３７６０
※エヘリヺソヺが電話をお取次ぎします。折り返し、工事担当者よりご連絡差し上げます。
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